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　アンニョンハセヨ！
　立春とは申しますが、まだ寒さ厳しい日が続いて
おります。皆さん、いかがお過ごしでしょうか。高
知とソウル、どっちが寒いか、たまに聞かれます

が、ソウルの冬は大陸性気候でシベリアから寒波のため、高知よりずっと寒いです。ソ
ウルの真ん中を横切って流れている漢江が凍るほどソウルの冬は厳しいです。しか

し、日本で冬を迎えるのが今年で3回目になった私ですが、相変わらず寒い日本の部屋には慣れるこ
とができません。
　「日本の部屋ってそんなに寒いが？」と聞かれたら、「もちろんです。オンドルじゃないからとて
も辛いですよ」と答えるのがいつものパターンです。私が思う「オンドル」じゃない日本の部屋は、
部屋の外と内の温度があまり変わらず、まるで冷蔵庫の中みたいです。ここで「オンドル」ってな
に？と疑問を持つ方が多いと思いますが、「オンドル」とは日本でいう床暖房のことです。寒い冬に
備えて韓国では効率よく部屋を暖める暖房法を持つようになりました。それが韓国ならではの「オン
ドル」です。
　昔から家を建てる時に、床下に石を用いて煙が通るトンネルを作り、その上に薄い板石をのせ、泥
を塗り、さらに特殊な油紙を張って床とするのが一般的でした。「オンドル」は屋外や台所にある焚
き口で火をたくと、その煙がトンネルを通って部屋の反対側の煙突から出る間に、床下から部屋全体
を暖める仕組みになっています。
　一方、アパートやマンション暮らしになって焚き口がなくなった現代には、床にプラスティックや
銅でできたパイプを通し、ボイラーを利用して熱湯を循環させて部屋を温めます。また、ボイラーは
蛇口から出てくる水道も同時に暖めますので非常に効率的なものになっています。現代になっても床
を暖めるという点では今も昔も変わらず、韓国人の生活には欠かせないものです。それに、この「オ
ンドル」は寒い冬だけではなく、梅雨の時にジメジメする部屋の湿気をなくすことができるので、と
ても便利です。
　「オンドル」は日本の床暖房のようにオプションではなく、家を建てる時に必ず敷きます。それ
と、家全体にくまなく通すので（もちろん浴室とトイレは除いて）、家のどこにいても暖かくて、こ
れが私がいつも日本の家は寒い～と叫ぶ理由です。つまり、部屋の中も寒い日本の住宅構造が、「オ
ンドル」に慣れた私には体の芯から冷えてこたえます。部屋の中でコタツ、ストーブ、エアコンな
ど、様々な暖房器具を使っている日本とは違って、韓国では「オンドル」以外の暖房器具を使うこと
は多くありません。最近は「オンドル」の効率的な方式が注目され、ドイツやデンマークなどでも新
築住宅に採用されることも増えているそうです。
　日本のホテルに洋室と和室があるように、韓国のホテルには洋室と｢オンドル｣部屋があります。韓
国の冬は寒いですが、もし、皆さんが韓国に行くチャンスがあれば、一度｢オンドル｣部屋で、体を暖
めてみるのはいかがですか。すごく快適ですよ～それでは、また来月。
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ま・ち・の・話・題

　
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
が
続
き
ま
す

が
、
14
年
シ
ー
ズ
ン
の
開
幕
に
向

け
て
、
我
々
フ
ァ
イ
テ
ィ
ン
グ
ド

ッ
グ
ス
も
本
格
的
に
活
動
を
始
め

る
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
☆
新
入
団
選
手
紹
介

　
１
月
14
日
に
今
年
の
新
入
団
選

手
７
人
が
そ
ろ
い
、
ま
だ
肌
寒
い

町
民
総
合
運
動
場
で
合
同
自
主
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
開
始
し
ま
し
た
。

リ
ー
グ
優
勝
と
N
P
B
挑
戦
と
い

う
熱
い
夢
を
抱
き
、
こ
れ
か
ら
越

知
町
の
皆
さ
ん
と
シ
ー
ズ
ン
を
戦

っ
て
い
く
選
手
た
ち
を
紹
介
し
ま

す
。

安
井
蓮
（
や
す
い
れ
ん
）

大
阪
府
出
身
　
右
投
げ
右
打
ち

背
番
号
５
　
　
内
野
手

　
越
知
町
は
大
自
然
に
囲
ま
れ
空

気
も
綺
麗
で
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
も
広

く
、
と
て
も
恵
ま
れ
た
環
境
だ
と

思
い
ま
す
。
こ
の
町
で
大
き
く
成

長
し
、
チ
ー
ム
の
日
本
一
、
そ
し

て
自
分
自
身
の
N
P
B
入
り
を
目

標
に
日
々
精
進
し
た
い
と
思
い
ま

す
！
皆
さ
ん
グ
ラ
ウ
ン
ド
へ
足
を

運
ん
で
く
だ
さ
い
！

平
良
成
（
た
い
ら
お
さ
む
）

沖
縄
県
出
身
　
右
投
げ
右
打
ち

背
番
号
11
　
　
投
手

　
大
事
な
こ
と
は
、
１
つ
の
結
果

に
一
喜
一
憂
を
し
過
ぎ
な
い
こ
と

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め

に
は
、
自
分
を
信
じ
る
こ
と
！
そ

し
て
ケ
ガ
を
せ
ず
こ
の
越
知
の
地

で
努
力
し
成
長
し
て
い
き
た
い
で

す
。

畠
山
航
大
（
は
た
け
や
ま
こ
う
だ
い
）

高
知
県
出
身
　
左
投
げ
左
打
ち

背
番
号
16
　
　
投
手

　
地
元
出
身
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

い
ろ
い
ろ
な
所
で
注
目
を
浴
び
る

と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ
を
チ
ャ
ン

ス
だ
と
思
い
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
結

果
を
出
し
、
少
し
で
も
早
く
目
標

で
あ
る
N
P
B
球
団
に
指
名
し
て

も
ら
え
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
。

浅
野
祥
男
（
あ
さ
の
さ
ち
お
）

宮
城
県
出
身
　
右
投
げ
右
打
ち

背
番
号
22
　
　
捕
手

　
楽
天
優
勝
時
の
仙
台
の
よ
う
に
、

私
た
ち
高
知
F
D
も
優
勝
し
て
越

知
町
を
盛
り
上
げ
た
い
と
思
い
ま

す
！
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
！

田
中
章
（
た
な
か
あ
き
ら
）

福
岡
県
出
身
　
右
投
げ
右
打
ち

背
番
号
25
　
　
外
野
手

　
越
知
町
で
野
球
を
さ
せ
て
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
に
対
す
る
感
謝

の
気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
N
P
B

目
指
し
て
元
気
よ
く
や
っ
て
い
き

ま
す
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
！

和
田
一
馬
（
わ
だ
か
ず
ま
）

岡
山
県
出
身
　
右
投
げ
右
打
ち

背
番
号
27
　
　
捕
手

　
ホ
ー
ム
タ
ウ
ン
を
元
気
付
け
ら

れ
る
よ
う
な
全
力
プ
レ
ー
で
、
チ

ー
ム
の
日
本
一
と
自
身
の
N
P
B

入
り
に
向
け
て
頑
張
り
ま
す
の
で

応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

中
村
憲
治
（
な
か
む
ら
け
ん
じ
）

福
岡
県
出
身
　
左
投
げ
左
打
ち

背
番
号
53
　
　
外
野
手

　
自
分
自
身
に
自
信
を
持
っ
て
１

年
間
ブ
レ
な
い
精
神
で
や
っ
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
全
力
で
プ

レ
ー
す
る
姿
を
ぜ
ひ
見
に
来
て
く

だ
さ
い
。
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
！

511

16

22

2753

25

　
１
月
１
日
、
野
老
山
小
学
校
で

野
老
山
地
区
新
年
体
育
始
め
の
ペ

タ
ン
ク
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
当
日
は
天
候
に
恵
ま
れ
、
地
域

の
方
々
を
は
じ
め
、
お
正
月
に
帰

省
し
た
家
族
、
子
ど
も
か
ら
お
年

寄
り
ま
で
、
総
勢
32
人
で
に
ぎ
や

か
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

野
老
山
地
区

 
新
年
体
育
始
め


